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１４１
［紀要「能楽研究」第三十五号の発行］
２０１１年３月ｎ日付で、研究所紀要「能楽研究」第弱号
を発行した。Ａ５版狐頁。内容は次の通り。
戦国期能伝瞥の伝来をめぐる一考察Ｉ「聞脅色々」と「細川
十
部
伝
替
」
ｌ
宮
本
圭
造
研究展望（平成加年）
表
き
よ
し
小
林
健
二
高
橋
悠
介
伊
海
孝
充
宮
本
圭
造
中
司
由
起
子
石
井
倫
子
橋
本
朝
生
竹
内
晶
子
能界展望（平成ｎ年）
江
口
文
恵
山
中
玲
子
能楽究所葉報（平成ｎ年）
型付における「回ル」Ｉ能楽型付の記述ルールの研究（２）
能
楽
研
究
所
彙
報
／￣､二○一○年四月～二○一一年三月）
中
司
由
起
子
鴻山文庫・般若窟文庫蔵能型付一覧および収録曲仮索引
山
中
玲
子
深
鶴
希
望
［第三十一一回観世寿夫記念法政大学能楽賞］
第
三
十
二
回
観
世
寿
夫
記
念
法
政
大
学
能
楽
賞
の
受
賞
者
に
、
２
０
１
０
年
ｎ
月
１
日
に
開
か
れ
た
選
考
委
員
会
（
委
員
は
、
野
村
葛・松本雍・みなもとごろう・西野春雄・徳安彰（法政大学
常務理事）・坂本勝・山中玲子・宮本圭造）の推薦に基づいて
大坪喜美雄氏と岩崎雅彦氏の２名が選ばれ、皿月７日付で増
田詳男総長名義の通知を各方面に発送した。贈呈理由と受賞
者の経歴は次の通りである。
〔受賞者〕大坪喜美雄（おおっぽきみお）氏
〔贈呈理由〕宝生流シテ方として長年の研鍍を重ね、流儀を
支える中核的位憧にある氏の能は、技術の堅実さと巧まざる
品
格
に
よ
っ
て
、
宝
生
流
の
良
き
伝
統
を
示
し
て
い
る
。
特
に
２００９年の〈安宅延年之舞〉では充実した舞台成果を見せ、
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〔
受
賞
者
〕
岩
崎
雅
彦
雨
わ
さ
き
ま
さ
ひ
こ
）
氏
〔贈呈理由〕氏の近著「能楽演出の歴史的研究」は、能の演
出に関する手堅い研究成果である。特に、従来あまり研究対
象とならなかった間狂言の形成と展開に注目し、斬新な視点
多くの観客に深い感銘を与えた。
〔主な経歴〕本名大坪近司。宝生流シテ方。日本能楽会会員
（１９９１年認定）。１９４７（昭和型年５月釦日、東京に生
まれる。故大坪十喜雄の養嗣子となり、１９５９年に宝生流
宗家に入門。故宝生九郎、故宝生英雄に師事する。１９６０
年〈鞍馬天狗〉の花見で初舞台。刀年〈胡蝶〉で初シテ。
１９７６年〈石橋〉、１９８２年〈道成寺〉、１９８４年〈乱〉、
１９９５年〈翁〉を披く。数々の能のシテをつとめる他、若年
の頃から流儀の長老たちのツレをつとめる機会も多く、〈松
風〉〈山姥〉〈綾鼓〉等の重要なツレ役には定評がある。流儀の
定期能のほか、２００５年には足利尊氏生挺七百年記念の足
利鍵阿寺薪能で、足利義満と観阿弥・世阿弥ゆかりの〈自然
居士〉を上演、２００８年には「源氏物語千年紀横浜能楽
堂
企
画
公
演
」
で
、
明
治
時
代
に
廃
曲
に
な
っ
た
宝
生
流
の
固
有
曲
〈空蝉〉を約百年ぶりに復曲上演するなど、意欲的な活動を続
けている。２００９年には舞台生活五十周年の記念会で宝生
流の大曲〈安宅延年之舞〉をつとめた。東京芸術大学非常勤
講師・国立能楽堂三役養成講師。夏休み子供仕舞教室、福井
市中学生鑑賞能等、能の普及活動にも力を尽くしている。
な
お
贈
呈
式
は
、
次
に
記
す
催
花
賛
と
あ
わ
せ
て
、
２
０
１
１
年
１
月
加日（木）午後６時半から、グランドプリンスホテル赤坂で開
かれた。受賞者をはじめ、選考委員、法政大学関係者、能楽
関係者ら刀余名の出席のもとに、増田需男総長から賞状と賞
金（各釦万円）が贈られ、レセプションに移って歓談の後、午
と資料による裏付けで多くの新見を示した点が高く評価され
る。〔主な経歴〕能・狂言研究家。１９５９年２月閉日、東京生
まれ。１９８１年、國學院大学卒業。１９８６年、國學院大
学大学院博士課程単位取得。１９８６年から１９８８年まで
と、１９９０年から２００５年まで、法政大学能楽研究所兼
任所員。２００２年の能楽研究所創立五十周年事業では、美
術資料に関する該博な知識を活かし、記念展示「能楽資料の
美」を企画・実現した。２００５年から國學院大学非常勤講
師。他にも数多くの大学で講義を持つほか、各種能会、国立
能
楽
堂
等
で
の
解
説
で
、
普
及
事
業
に
も
貢
献
し
て
き
た
。
２
０
０
９
年、「能楽演出の歴史的研究」により、國學院大学から博士
（文学）の学位を授与される。おもな論文に、「猿楽の説話と
鬼」（「能楽研究」沁号。２００２年）、「狂言「弓矢太郎」と
「鬼争・一の榊想」言能楽研究」羽号。２００５年）等がある。
ま
た
、
国
立
能
楽
堂
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
１
９
９
４
年
５
月
以
来
連
載
し
て
い
る
「
証
言
・
能
楽
史
］
能
を
見
た
人
び
と
の
記
録
」
は
２
０
０
回
に
達
し
て
い
る
。
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［第二十一回催花賞］
〔
受
賞
者
〕
福
井
四
郎
（
ふ
く
い
し
ろ
う
）
氏
〔贈呈理由〕氏は多年、老舗十松屋の工房責任者として、
能
・
狂
言
の
演
技
の
要
と
も
い
う
べ
き
舞
扇
の
制
作
に
携
わ
っ
て
き
た
。
江戸時代以来の扇制作の伝統の維持・継承に果たした役割は
す
こ
ぶ
る
大
き
く
、
そ
の
繊
細
な
職
人
技
と
セ
ン
ス
の
良
さ
は
能
楽
師
からも高い評価と信頼を集めている。
〔主な経歴〕扇制作者。１９２９（昭和４）年、月脂日、京都
市生まれ。１９５０（昭和躯）年、江戸時代から続く老舗十松
屋福井扇舗に入店。同店を営む父福井芳敏の厳しい指導のも
と
、
扇
職
人
と
し
て
の
技
術
を
磨
き
、
六
十
年
も
の
長
き
に
わ
た
っ
て
、
能
楽
の
舞
扇
の
制
作
に
携
わ
っ
て
き
た
。
近
年
、
扇
の
素
材
と
な
り
う
る
良
質
の
竹
が
少
な
く
な
り
、
和
紙
も
手
漉
き
の
も
の
か
ら
機
械
漉
き
に変わっていく中で、従来の工程にはない新しい工程を増や
す
な
ど
し
て
、
扇
の
質
の
維
持
に
つ
と
め
て
い
る
。
そ
の
丁
寧
な
仕
事
ぶりは能楽師からも評価が高く、平成８年には京都府伝統産
業
優
秀
技
術
者
と
し
て
表
彰
さ
れ
た
。
餓
近
で
は
鮫
島
神
社
の
翁
扇
中
啓等の古中啓の修復をも積極的に手がけている。現在、有限
会社十松屋福井扇舗専務取締役。趣味は謡曲とテニス。
［研究・鯛査活動］
型付資料の全国的調査と古型付の復元
後
８
時
半
過
ぎ
に
散
会
し
た
。
型付の配述ルール解明のための、文理融合研究
文
部
科
学
省
科
学
研
究
費
補
助
金
（
萌
芽
研
究
）
「
３
Ｄ
Ｃ
Ｇ
所
作
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
基
づ
く
能
の
「
型
付
」
資
料
未
記
述
部
分
の
解
明
」
（平成、～羽年度。研究代表者山中玲子）および、異分野融合
による方法的革新をめざした人文・社会学研究推進事業「工
学的知見の活用による能楽「型付」の記述ルール及び技芸伝
承
シ
ス
テ
ム
の
解
明
」
（
平
成
、
～
麹
年
度
。
同
右
）
に
基
づ
く
文
理
融
合の研究プロジェクトの第２年目。①能の所作単元を３ＤＣ
Ｇ映像として提示できるようなデータベースの作成、②型付
に
記
述
さ
れ
た
一
連
の
所
作
単
元
を
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
か
ら
順
番
に
引
用
し
て
能
の
演
技
を
自
動
的
に
再
現
で
き
る
よ
う
な
演
技
合
成
方
法
の
提
示
、
③
失
敗
例
の
分
析
や
、
所
作
単
元
を
合
成
し
た
動
き
と
能
役
者
の
文部科学省科学研究費補助金（基盤Ｂ）「能楽「型付」の全
国的調査と、技芸伝承におけるその役割についての総合的研
究」（平成、～型年度。研究代表者山中玲子）に基づく研究プ
ロジェクト。能の技芸伝承の核となる型付資料の現存状況を
調査した上で資料収集及びその分析を行い、同時に能役者が
型
付
を
見
て
舞
う
際
の
暗
黙
知
を
探
る
。
本
年
度
は
東
北
大
学
図
書
館
所蔵の宝生流型付群および「秋田城介筆型付」他の演出資料
の
調
査
と
撮
影
を
お
こ
な
っ
た
。
特
に
「
秋
田
城
介
筆
型
付
」
研
究
会
を立ち上げて同書の解読・分析を始めるとともに、古型付に
記されたく源氏供養〉クセの仕舞型付を解読し、観世流能楽師
小野里修氏の協力を得て復元、その映像を収録した。
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若
手
研
究
会
今年度も学内外の若手研究者による研究会を行った。参加
者は毎回十数名。若手研究会での発表をステップとして、大
きな学会の全国大会で研究発表をするケースもあり、本研究
会が有効に機能しているのは喜ばしい。各回の発表者と題目
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
第
８
回
４
月
５
日
鵜
澤
瑞
希
稚
児合戦物における戦う子どもの人物造形の変遷
第
９
回
５
月
ｎ
日
中
尾
燕
謡
曲
の
伝
承
課
程
に
お
け
る
作
品
世
界
の
変
貌
金
春
家
旧
伝
文
書
の
総
合
的
爾
査
文部省科学研究費補助金（基盤Ｂ）「能楽資料学榊築に向け
た金春家旧伝般若窟文庫の総合的文書調査」（平成皿～路年
度。研究代表者宮本圭造）に基づく研究プロジェクト。能楽
研
究
所が所蔵する金券家旧伝文脅の解題目録作成に向けた総
合的調査を行う。本年度は、仮目録をもとに伝瞥・史料の撮
影・デジタル化を進めた他、東京国立博物館蔵の金春家旧伝
の能面、毛利博物館蔵の能楽伝書の調査を行った。
動きの比較等を通した暗黙知の解明をめざしての研究である。
演技合成ツールの作成がうまくいかず、文系の能楽研究所メ
ンバーは、すでにある所作単元のデータベースを辞轡代わり
に使って古型付を解読する作業に重点をおいた一年であった。
「
潟
山
文
庫
蔵
能
楽
資
料
解
題
下
」
の
作
成
に
つ
い
て
故
江
島
伊
兵
衛
氏
の
御
遺
族
か
ら
寄
蝋
さ
れ
た
「
鴻
山
文
庫
」
の
解
題
作
成
は
、
能
楽
研
究
所
の
重
要
な
業
務
の
一
つ
で
あ
り
な
が
ら
、
諸
事
情
に
よ
り
大
幅
に
遅
れ
て
い
る
。
創
立
帥
周
年
で
あ
る
２
０
１
２
年
度の刊行が認められたので、鋭意作業中である。
Ｉ
観
世
流
の
場
合
を
例
と
し
て
Ｉ
第
、
回
６
月
妬
日
柳
瀬
千
穂
般
若
窟
文
庫
蔵
江
戸
初
期
能
型
付
七
点
に
つ
い
て
ｌ
翻
刻
と
解
題
’
第
ｎ
回
７
月
加
日
岩
城
賢
太
郎
謡曲と浄瑠璃の作品に見える「斎藤実盛」
ｌ
中
世
・
近
世
芸
能
が
形
成
し
た
「
歴
史
」
を
追
求
す
る
た
め
に
’
第
、
回
８
月
羽
日
青
柳
有
利
子
能
役
者
と
座
の
発
展
Ｉ
運
営
の
変
遷
を
め
ぐ
っ
て
’
第
皿
回
９
月
６
日
井
上
愛
金春禅竹作品における「夢」
第
ｕ
回
ｎ
月
１
日
中
司
由
起
子
〈巻絹〉の出典
第
巧
回
皿
月
週
日
高
橋
悠
介
「遊楽習道風見」の水晶の比愉、小考
第
沁
回
２
月
、
日
伊
海
孝
充
河
村
隆
司
文
庫
蔵
江
戸
中
期
頃
写
金
剛
流
十
番
綴
謡
本
紹
介
と
考
察
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第
旧
回
法
政
大
学
能
楽
セ
ミ
ナ
ー
第
嘔
回
を
迎
え
た
能
楽
セ
ミ
ナ
ー
は
、
２
０
１
０
年
ｎ
月
、
日
～
ｎ
月
酊
日
（
う
ち
５
日
間
）
、
ポ
ア
ソ
ナ
ー
ド
・
タ
ワ
ー
配
階
ス
カ
イ
ホ
ー
ル
に
お
い
て
午
後
４
時
釦
分
か
ら
（
最
終
日
の
み
午
後
２
時
か
ら
三
講
義１２０分の形で開催された。テーマは「能の因数分解Ｉ遊
楽成就への道ｌ」。５日間の題目と講師は次の通りである。
１
本
説
の
種
Ｉ
能
の
台
本
は
ど
の
よ
う
に
作
ら
れ
る
の
か
ｌ
石井倫子（日本女子大学文学部教授）
２
形
鬼
心
人
女
体
の
霊
の
風
体
ｌ
風
体
を
作
り
出
す
謡
・
離
子
・
型
Ｉ
味
方
健
（
観
世
流
能
楽
師
）
３
文
字
に
あ
た
る
風
情
ｌ
能
の
所
作
の
特
徴
を
考
え
る
ｌ
山中玲子（法政大学能楽研究所教授）
［教育・普及活動］
表
章
名
誉
教
授
特
別
講
義
の
編
集
２０
０
８
年
度
に
法
政大学情報技術（ＩＴ）センターの協力を
得
て
お
こ
な
っ
た
、
表
章
氏
（
法
政
大
学
名
誉
教
授
、
能
楽
研
究
所
前
所長）の特別講義「表章が語る能楽研究の百年」（全３回。会
場
叩
法
政
大
学
九
段
校
舎
遠
隔
講
義
室
）
の
公
開
に
向
け
、
前
年
度
に
引
き
続き、参考画像の挿入やテロップによる補足説明等の編
集
作
業
を
お
こ
な
っ
た
。
一
部
を
抄
出
し
て
英
語
訳
を
付
す
た
め
、
京
都
大
谷
大
学
の
モ
ニ
カ
・
ベ
ー
テ
教
授
の
ア
ド
バ
イ
ス
と
協
力
を
仰
ぎ
、
準備中。
エクステンションカレッジ「新・能楽講座」
２
０
０
４
年
度
か
ら
新
シ
リ
ー
ズ
を
開
始
し
た
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
ヵ
レ
ッ
ジ
の
能
楽
講
座
の
第
７
回
。
本
年
度
の
講
座
名
は
「
新
・
能
楽
講座Ⅶ－〈猩々〉徹底分析Ｉ（５日間５講座）。
〈猩々三曲をとりあげ、その成立と変遷の概説に始まり、
具体的な演技や心持ちについての演者との対談、多様な特殊
演
出
や
、
猩
々
物
の
諸
作
品
の
紹
介
、
そ
の
上
演
史
の
検
討
な
ど
、
様々な角度から〈猩々〉について考えた。５日間の内容と講師
は
次
の
通
り
で
あ
る
第１回〈猩々〉の成立と変遷
伊
海
孝
充
第
２
回
実
演
者
の
立
場
か
ら
観
世
喜
正
・
中
司
由
起
子
第
３
回
様
々
な
特
殊
演
出
山
中
玲
子
第
４
回
猩
々
物
の
広
が
り
宮
本
圭
造
第
５
回
〈
猩
々
〉
に
関
わ
る
能
楽
史
上
の
問
題
表
章
［所員の活動］
山
中
玲
子
中世文学会春季大会「野上記念法政大学能楽研究所資料展観
目録」
翠
年
５
月
４
見
所
よ
り
見
る
所
の
風
姿
１
面
・
装
束
・
舞
台
か
ら
考
え
る
能
の
姿
ｌ
伊海孝充（法政大学文学部専任講師）
５
あ
ま
ね
く
万
人
の
感
聞
の
褒
美
す
る
所
ｌ
能
の
興
行
が
成
立
す
る
ま
で
ｌ
宮本圭造（法政大学能楽研究所准教授）
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「能の所作の特徴を考える」（岩月正見と共著）
国
際
日
本
学
研
究
叢
書
週
「
人
体
と
身
体
性
」
犯
年
８
月
「
世
阿
弥
の
能
の
魅
力
ｌ
夢
の
感
覚
．
こ
の
場
所
の
記
憶
ｌ
」
別
冊
太
陽
「
世
阿
弥
」
犯
年
、
月
「〈嬢捨〉の舞の演出１月と老女」
国
立
能
楽
堂
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
翠
年
、
月
鴻
山
文
庫
・
般
若
窟
文
庫
蔵
能
型
付
一
覧
お
よ
び
収
録
曲
仮
索
引
（
深
澤希望と共著）
「
能
楽
研
究
」
調
号
翠
年
３
月
「父と子と継母の物語ｌ摂州合邦辻のことばｌ」
「
文
学
」
ｎ
巻
２
号
翠
年
３
月
「能界展望（平成ｎ年）」
「
能
楽
研
究
」
調
号
麹
年
３
月
［識演・対談・解説他］
対
談
「
能
楽
研
究
者
に
聞
く
」
第
二
回
（
聞
き
手
笠
井
賢
二
「
銚
仙
」
制
・
釧
号
犯
年
４
月
・
５
月
座
談
会
「
観
世
寿
夫
の
も
た
ら
し
た
も
の
」
（
観
世
鏑
之
丞
・
竹
本
幹
夫・山中玲子）
「
鍍
仙
」
知
号
配
年
６
月
能の概説ワークショップ（日本語・英語）
日
独
社
会
科
学
学
会
第
ｎ
回
大
会
於
汕
法
政
大
学
皿
年
、
月
「文字にあたる風情－能の所作の特徴を考えるｌ」
法
政
大
学
能
楽
セ
ミ
ナ
ー
犯
年
ｎ
月
大
和
日
英
基
金
・
法
政
大
学
レ
ク
チ
ャ
ー
シ
リ
ー
ズ
雪
］
旨
耳
。
旨
＆
Ｃ
二
ｓ
三
島
（
英
語
）
於
卵
法
政
大
学
犯
年
ｎ
月
Ｎ
Ｈ
Ｋ
能
「
鉢
木
」
副
音
声
解
説
羽
年
１
月
Ｈ
Ｕ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
ｎ
周
年
記
念
能
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
英
語
）
於
皿
法
政
大
学
ア
メ
リ
カ
研
究
所
（
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
）
鋼
年
１
月
宮
本
圭
造
中世文学会春季大会「野上記念法政大学能楽研究所資料展観
目録」
翠年５月
「
奈
良
能
楽
史
探
訪
（
二
多
武
峰
」
「
観
世
」
万
巻
６
号
犯
年
６
月
「
奈
良
能
楽
史
探
訪
三
）
補
巌
寺
」
「
観
世
」
而
巻
８
号
翠
年
８
月
「能面の美」
「
別
冊
太
陽
世
阿
弥
」
塑
年
ｎ
月
「奈良能楽史探訪（三）奈良豆比古神社」
「
観
世
」
而
巻
、
号
犯
年
、
月
「
奈
良
能
楽
史
探
訪
（
四
）
長
谷
寺
」
「
観
世
」
而
巻
血
号
塑
年
皿
月
「春日若宮おん祭と大和独楽」奈良国立博物館特別陳列図録
「おん祭と春日信仰の美術」翠年⑫月
「戦国期能伝轡の伝来をめぐる一考察－「聞書色々」と「細
川十部伝瞥」ｌ」
「能楽研究・一調号羽年３月
「
研
究
展
望
（
能
楽
史
研
究
）
」
「
能
楽
研
究
」
調
号
調
年
３
月
「能舞台の歴史と変遷」
「
演
劇
映
像
学
２
０
０
９
報
告
集
２
」
泌
年
３
月
「
臼
杵
藩
の
能
楽
史
」
「
国
立
能
楽
堂
調
査
報
告
」
５
号
羽
年
３
月
［展示監修・解説］
「
南
都
能
楽
七
百
年
」
国
立
能
楽
堂
企
画
展
理
年
５
月
・
６
月
［講演・口頭発表］
「辻能考」
能
楽
学
会
例
会
於
串
法
政
大
学
皿
年
６
月
「あまねく万人の感聞の褒美する所Ｉ能の興行が成立するま
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小
林
健
二
「天狗説話の視覚的展開ｌ「是害坊絵」と能〈善界苣
平安文学と隣接諸学、「王朝文学と物語絵」竹林
舎
胆
年
５
月
「
観
世
文
庫
の
文
書
別
文
禄
三
年
二
月
従
六
日
至
十
三
日
薪
之
御
能
次
第」
「
観
世
」
而
巻
ｎ
号
皿
年
ｎ
月
「大蔵虚構・本願寺・道西」
「研究展望（狂言研究巨
表
き
よ
し
「
世
阿
弥
以
後
の
能
の
歴
史
室
町
後
期
～
近
代
」
「
別
冊
太
陽
世
阿
弥
」
翠
年
、
月
「現代に生きる世阿弥の言葉」
「
別
冊
太
陽
世
阿
弥
」
犯
年
ｎ
月
「研究展望（単行本こ
「
能
楽
研
究
」
弱
号
魂
年
３
月
［講演］
「
講
座
・
能
と
の
新
た
な
出
会
い
Ｉ
」
銚
仙
会
公
開
講
座
羽
年
３
月
でｌ」
法
政
大
学
能
楽
セ
ミ
ナ
ー
配
年
ｎ
月
「若宮おん祭と大和猿楽Ｉ猿楽の座の年初めｌ」
於
叩
奈
良
国
立
博
物
館
講
堂
翠
年
ｎ
月
「
謡
講
の
歴
史
」
能
楽
学
会
例
会
於
坤
早
稲
田
大
学
瀦
年
１
月
橋
本
朝
生
「
能
と
狂
言
」
８
号
翠
年
４
月
「
能
楽
研
究
」
調
号
泌
年
３
月
「〈芭蕉〉ｌその内なるドラマー」
「第皿回鵜澤久の会公演プログラム」犯年、月
「
能
楽
ラ
ン
ド
ス
ヶ
ー
プ
「
平
家
物
語
」
と
能
Ｉ
能
に
描
か
れ
た
平
家
の女性・その１」
「
宝
生
」
４
号
犯
年
５
月
「
能
楽
ラ
ン
ド
ス
ヶ
ー
プ
「
平
家
物
語
」
と
能
ｌ
能
に
描
か
れ
た
平
家
の女性・その２」
「
宝
生
」
５
号
翠
年
７
月
石
井
倫
子
「
俳
譜
の
源
氏
’
十
七
世
紀
に
お
け
る
能
楽
享
受
の
一
側
而
」
「静も諸共に切り払い切り払ふｌ能〈正尊〉と幸若舞曲「堀川
夜
討
」
の
静
御
前
」
「
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
」
脇
犯
年
⑫
月
「能〈源氏供養〉制作の背景ｌ石山寺における紫式部信仰」
「
国
文
学
研
究
資
料
館
紀
要
文
学
研
究
編
」
諏
号
羽
年
３
月
「研究展望（資料研究亘
「
能
楽
研
究
」
妬
号
鋼
年
３
月
［講演］
『舞の本絵巻」研究における諸問題」
奈
良
絵
本
・
絵
巻
国
際
会
議
於
汕
聖
徳
大
学
翠
年
８
月
「酒呑童子物語の生成と展開Ｉ香取本「大江山絵詞」と能〈大
江山と
伝
承
文
学
研
究
会
大
会
於
叩
学
習
院
女
子
大
学
皿
年
９
月
「
太
平
記
」
を
題
材
と
し
た
絵
巻
・
絵
本
Ｉ
ス
ペ
ン
サ
ー
コ
レ
ク
シ
ョ
ン蔵「呉越物語」を中心にＩ」
説
話
文
学
会
例
会
於
唖
学
習
院
女
子
大
学
翠
年
、
月
「
文
学
」
ｎ
巻
３
号
亜
年
５
月
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「能楽ランドスケープ「平家物語」と能ｌ能に描かれた平家
の女性・その３」
「
宝
生
」
６
号
犯
年
９
月
「能楽ランドスケープ「平家物語」と能ｌ平家の流され人」
「
宝
生
」
７
号
翠
年
ｎ
月
「能楽ランドスヶープ「平家物語」と能ｌ弱者へのまなざし」
「
宝
生
」
８
号
翠
年
１
月
「能楽ランドスヶープ「平家物語」と能ｌまつろわぬ者たち」
「
宝
生
」
９
号
泌
年
３
月
「研究展望（作品研究こ
『
能
楽
研
究
」
銅
号
躯
年
３
月
［書評］
平野多恵他編著「大学生のための文学レッスン古典編」
「
国
文
目
白
」
第
卯
号
泌
年
２
月
［監修］
「週刊・新マンガ日本史Ⅳ観阿弥・世阿弥」
朝
日
新
聞
出
版
泌
年
２
月
［講演］
「本説の種ｌ能の台本はどのように作られるのかｌ」
法
政
大
学
能
楽
セ
ミ
ナ
ー
翠
年
ｎ
月
「世阿弥の伝書を読む．その四世阿弥の演技論ｌ「花鏡・一を
手
が
か
り
に
ｌ
」
観
世
流
研
修
会
於
汕
観
世
能
楽
堂
翠
年
６
月
「観世流史．その四明治・大正時代の観世流」
観
世
流
研
修
会
於
：
観
世
能
楽
堂
犯
年
ｎ
月
鵜澤久の会事前講座「〈芭蕉〉の世界」
於
叩
国
立
能
楽
堂
大
講
義
室
翠
年
、
月
能楽鑑賞会事前講座「能〈安達原〉を観る」
於
叫
日
本
女
子
大
学
附
属
中
学
校
詔
年
２
月
伊
海
孝
充
中世文学会春季大会「野上記念法政大学能楽研究所資料展観
目録」
犯
年
５
月
「朝長はなぜ腹を切ったのかｌ修羅能〈朝長〉を読む」
「
日
本
文
学
誌
要
」
躯
号
翠
年
７
月
「能楽研究所河村隆司文庫蔵金剛流十番綴謡本の紹介と考察」
「
国
立
能
楽
堂
資
料
研
究
」
５
号
翠
年
３
月
「能の名作あらすじ二十五番」の解説（江口文恵・中司由起子
と分筆）
「
別
冊
太
陽
世
阿
弥
」
皿
年
ｎ
月
能曲目解説「平家物語大事典」
東
京
書
籍
塑
年
ｎ
月
能・狂言年表の項目の執筆新版「能・狂言事典」
平
凡
社
鋼
年
１
月
書籍紹介「竹本幹夫校注「風姿花伝・三道」」
「
楽
劇
学
」
岨
号
囲
年
３
月
「研究展望（能楽史研究亘
「
能
楽
研
究
」
調
号
瀦
年
３
月
［講演・口頭発表］
「幽玄ではない能を研究する意義」
法政大学国文学会（２０１０年度大会）於亜
法
政
大
学
翠
年
７
月
。能作者の庖厨にはどんな平家物語があったか」の研究史」
シンポジウム「源平盛衰記と芸能」
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江
ロ
文
恵
「観世文庫の文書ｕ「茶色表紙五番綴番外謡本」」
「
観
世
」
而
巻
５
号
配
年
５
月
「
能
の
名
作
あ
ら
す
じ
二
十
五
番
」
の
解
説
（
伊
海
孝
充
・
中
司
由
起
子
と分筆）
「
別
冊
太
陽
世
阿
弥
」
犯
年
ｎ
月
『葛巻昌興日記」所引能楽関係記事稲（二）」（共著）
「
演
劇
映
像
学
２
０
１
０
」
第
３
集
羽
年
３
月
「能界展望（平成幻年と
「
能
楽
研
究
」
弱
号
羽
年
３
月
書
籍
紹
介
「
表
章
著
「
能
楽
研
究
講
義
録
六
十
年
の
足
跡
を
顧
み
つ
つ」」
「
楽
劇
学
」
第
肥
号
泌
年
３
月
〈ウェプサイト〉
「
文
化
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
舞
台
芸
術
教
材
能
楽
編
そ
の
三
葵
上
・
隅
田
川
」
執
筆
日
本
芸
術
振
興
会
ホ
ー
ム
ベ
ー
ジ
犯
年
４
月
公
開
中
司
由
起
子
「型付における「回ル」Ｉ能楽型付の記述ルールの研究（２）」
「
能
楽
研
究
」
調
号
羽
年
３
月
「現代人名」「新版能・狂言事典」
平
凡
社
羽
年
１
月
「国立能楽堂公演番組解説」
於
的
國
學
院
大
學
皿
年
９
月
「
見
所
よ
り
見
る
所
の
風
姿
－
面
・
装
束
・
舞
台
か
ら
考
え
る
能
の
姿ｌ」
法
政
大
学
能
楽
セ
ミ
ナ
ー
皿
年
ｎ
月
「
国
立
能
楽
堂
公
演
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
」
日
本
芸
術
文
化
振
興
会
泌
年
１
．
２
．
３
月
能曲目解説「平家物語大事典」
東
京
書
籍
犯
年
ｎ
月
「能の名作あらすじ二十五番」の解説（伊海孝充・江口文恵と
分筆）
「
別
冊
太
陽
世
阿
弥
」
犯
年
、
月
金春会定期能「番組解説」
犯
年
４
月
～
泌
年
３
月
「研究展望（作品研究）」
「
能
楽
研
究
」
鍋
号
配
年
３
月
〈ウェプサイト〉
「
文
化
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
舞
台
芸
術
教
材
１
能
楽
編
そ
の
三」「葵上鑑賞」執筆
日
本
芸
術
振
興
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
犯
年
４
月
公
開
「
伝
統
芸
能
シ
リ
ー
ズ
能
へ
の
誘
い
」
首
都
大
学
東
京
オ
ー
プ
ン
ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
調年２月
「
能
・
狂
言
」
目
黒
区
伝
統
芸
能
に
親
し
む
会
酪
年
１
月
～
３
月
［蔵書の出品・掲戟］
①幻戯替房発行「中世幻妖ｌ近代人が憧れた時代‐」田中貴
子箸に、「二曲三体人形図」より「女体」「老体」の掲載を
許可した。
②ＮＨＫ教育ＴＶ番組「巴冒旨・ボックス国語／古文・漢文」
の「狂言」の回（再放送）に、「天正狂言本」の表紙、中頁
の放映を許可した。
③平凡社発行「別冊太陽「世阿弥入門」」に、「二曲三体人形
図」より「童舞図」他、「光悦謡本特製本』より「山姥」
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他、「弘化勧進能図」より「畳場入込之図」他、「舞台之図」
より「通盛」他、及び「青山仮皇居御能図」の合計巫点の
掲載を許可した。
④世田谷美術館で開催された「生誕１００年特別展白洲正
子
神
と
仏
、
自
然
へ
の
祈
り
」
（
会
期
２
０
１
１
年
３
月
四
日
～
５月８日）に、「二曲三体人形図」の貸出及び展覧会図録へ
の掲載を許可した。
⑤国立能楽堂で開催された企画展示「平城遷都１３００年に
因んで」（会期”２０１０年５月８日～６月妬日）に、「春
日
若
宮
御
祭
礼
記
」
他
合
計
鋼
点
の
貸
出
を
許
可
し
た
。
⑥奈良国立博物館で開催された特別陳列「おん祭と春日信仰
の美術」（会期函２０１０年旭月７日～２０１１年１月超
日）に「円満井座壁欝」他、合計４点の貸出及び図録への掲
載を許可した。
⑦スパイラルガーデンで開催された「慶長の美展」（会期恥
２０１１年１月８日～四日）の写真パネル展示用に、「光悦
謡
本
特
製
本
」
よ
り
「
遊
行
柳
」
他
、
合
計
３
点
の
画
像
使
用
を
許可した。
③愛知県総務部法務文書課県史編さん室発行「愛知県史資
料編過織豊３」に、「能之留帳」より「文禄三年十一月
十二日・十三日」及び「同十二月八日」部分の翻刻掲載を
許可した。
⑨朝日新聞出版発行「週刊新マンガ日本史」第面号「観阿
弥・世阿弥」に、「二曲三体人形図」より「老体」他、合
計４点の掲載を許可した。
⑩山川出版社発行「物語の舞台を歩くｕ能大和の世界」
松
岡
心
平
著
に
、
「
明
宿
集
」
及
び
「
二
曲
三
体
人
形
図
」
よ
り
「力動風図」の掲載を許可した。
⑪楽劇学会発行「楽劇学」第肥号の「独吟一管「海道下り」
の伝承再考」（高桑いづみ箸）に、「小舞秘書全」及び
『鷺定経相伝鷺流伝書」の掲載を許可した。
⑫槍書店発行「切合能の研究」伊海孝充箸に、「能楽図絵」
よ
り
「
正
尊
」
の
掲
載
を
許
可
し
た
。
⑬世界思想社発行「能・狂言を学ぶ人のために」林和利編に、
「舞台之図」より「湯谷」及び「笈蓮江間日記」より「湯屋」
の掲載を許可した。
⑭
講
談
社
発
行
「
し
ら
べ
図
鑑
マ
ナ
ペ
デ
ィ
ア
戦
国
武
将
臣
に
、
「観世彦右衛門あて信長朱印状」の掲載を許可した。
⑮国立劇場開場妬周年先行企画・国立能楽堂特別公演『あぜ
く
ら
の
集
些
の
特
別
講
演
解
説
書
に
、
「
明
宿
集
」
の
掲
載
を
許
可した。
⑯
三
弥
井
書
店
発
行
「
鳥
獣
虫
魚
の
文
学
史
獣
の
巻
」
鈴
木
健
一
編
に、「笈蓮江間日記」より「江口」の掲載を許可した。
⑰槍書店発行月刊『観世」平成踊年４月号に、「二曲三体人
形
図
」
よ
り
「
力
動
風
図
」
の
掲
載
を
許
可
し
た
。
［雑報］
◇
表
章
氏
が
逝
去
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表章氏（元能楽研究所所長・法政大学名誉教授）が２０１０
年
９
月
６
日
に
逝
去
さ
れ
た
。
享
年
魂
。
詳
細
は
別
記
追
悼
記
事
（町～即頁）を参照いただきたい。
◇
堀
江
拓
充
氏
が
兼
担
所
員
を
退
任
堀江拓充氏（文学部教授）が、２０１０年３月弧日付で兼担
所員を退任した。
◇
青
木
早
苗
氏
が
兼
担
所
員
に
就
任
青
木
早
苗
氏
（
企
画
・
戦
略
本
部
特
任
教
授
）
が
、
２
０
１
０
年
４
月
１日付で兼担所員に就任した。
◇玉村恭氏が兼任所員を退任
玉村恭氏が、２０１０年３月皿日付で兼任所員を退任した。
◇石井倫子氏が兼任所員に就任
石井倫子氏（日本女子大学教授）が、２０１０年４月１日付
で兼任所員に就任した。
◇
外
国
人
客
員
研
究
員
の
受
け
入
れ
①
国
際
交
流
基
金
奨
学
生
と
し
て
、
タ
イ
王
国
ナ
コ
ー
ン
ラ
ー
チ
ャ
シ
マ
ー
ラ
ー
チ
ャ
バ
ッ
ト
大
学
の
ザ
ー
モ
ン
ス
リ
ヤ
－
ウ
ィ
ナ
イ
氏
を
受
け
入
れ
た
（
受
入
期
間
：
２
０
１
０
年
６
月
１
日
～
２０１１年５月知日）。氏の研究課題は「謡曲における恋
の苦しみ」
②
米
国
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
の
シ
ュ
エ
マ
ー
・
パ
ト
リ
ッ
ク
・
ラ
ィ
ン
ハ
ー
ト
氏
を
受
け
入
れ
た
（
受
入
期
間
：
２
０
１
０
年
６
月
１
日
～
８月１日）。氏の研究課題は「ａ・日本中世芸能と中東・
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
に
お
け
る
シ
リ
ア
系
キ
リ
ス
ト
教
芸
能
と
の
比
較
研
究
ｂ
・
能
楽
及
び
日
本
の
文
芸
に
関
す
る
基
礎
的
資
料
の
収
集
」
③日本学術振興会と中華人民共和国教育部との覚書に基づき、
中国北京語一一一一口大学外国学院の張新英氏を受け入れた（受入
期
間
：
２
０
１
１
年
２
月
７
日
～
２
月
郡
日
）
。
氏
の
研
究
課
題
は
「日本における能楽研究１２０００年から２０１０年」
◇
専
任
職
員
の
異
動
野
口
明
美
主
事
補
が
２
０
１
０
年
４
月
１
日
付
で
サ
ス
テ
イ
ナ
ビ
リ
ティ研究教育機構に異動になったことに伴い、同日付で渡
部英司主事補（前通信教育部事務部通教事務課）が能楽研究
所
事
務
担
当
と
な
っ
た
。
◇事務嘱託の退職・派遣職員の採用
辻
牧
子
氏
が
２
０
１
０
年
３
月
皿
日
付
で
退
職
し
、
後
任
に
同
年
４
月
１
日
付
で
派
遣
職
員
の
岩
佐
容
子
氏
を
採
用
し
た
。
な
お
、
岩
佐
氏は２０１０年ｎ月１日付で事務嘱託に就任した。
◇臨時職員（夜間閲覧業務）の採用
昨
年
度
に
引
き
続
き
、
２
０
１
０
年
４
月
１
日
付
で
、
周
重
雷
氏
と
東條沙織氏を採用した。昨年度と同様、周氏は火曜日、東
條氏は木曜日の夜間閲覧を担当することとなった。
［２０１０年度の所員名と関連委員名］
◎
所
員
所
長
文
学
部
教
授
坂
本
勝
専
任
所
員
教
授
山
中
玲
子
専
任
所
員
准
教
授
宮
本
圭
造
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◎
運
営
委
員
識
長
所
長
委
員
専
任
所
員
委
貝
専
任
所
員
委
員
兼
担
所
員
委
員
兼
担
所
員
委
貝
兼
担
所
員
兼
担
所
員
兼
担
所
員
兼
担
所
員
兼
担
所
員
兼
担
所
員
兼
担
所
員
兼
担
所
員
兼
担
所
員
兼
任
所
員
兼
任
所
員
兼
任
所
員
兼
任
所
員
兼
任
所
員
兼
任
所
員
事
務
事
務
文
学
部
教
授
小
秋
元
段
文
学
部
教
授
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
・
ネ
ル
ソ
ン
文
学
部
専
任
講
師
伊
海
孝
充
国
際
文
化
学
部
教
授
鈴
木
婿
国
際
文
化
学
部
准
教
授
竹
内
晶
子
人
間
環
境
学
部
教
授
氷
野
秀
雄
デザインエ学部教授
田
中
豊
企
画
・
戦
略
本
部
特
任
教
授
青
木
早
苗
山
梨
大
学
教
授
橋
本
朝
生
国
士
舘
大
学
教
授
表
き
よ
し
国
文
学
研
究
資
料
館
教
授
小
林
健
二
日
本
女
子
大
学
教
授
石
井
倫
子
中
司
由
起
子
江
口
文
恵
渡
部
英
司
岩
佐
容
子
坂
本
勝
山
中
玲
子
宮
本
圭
造
小
秋
元
段
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
・
ネ
ル
ソ
ン
伊
海
孝
充
◎
法
政
大
学
能
楽
賞
選
考
委
員
◎
法
政
大
学
能
楽
賞
委
員
委員長常務理事（法人本部担当・国際学術支援本部担当）
徳
安
彰
委
貝
能
楽
研
究
所
所
長
坂
本
勝
委
貝
能
楽
研
究
所
専
任
所
員
山
中
玲
子
委
貝
能
楽
研
究
所
専
任
所
員
宮
本
圭
造
◎
法
政
大
学
能
楽
振
興
基
金
委
員
委員長常務理事（法人本部担当・国際学術支援本部担当）
徳
安
彰
委
貝
武
蔵
野
大
学
名
誉
教
授
小
林
責
委
員
写
真
家
服
部
冬
樹
委
貝
法
政
大
学
名
誉
教
授
表
章
委
貝
能
楽
研
究
所
所
長
坂
本
勝
委
貝
能
楽
研
究
所
専
任
所
員
山
中
玲
子
委
貝
能
楽
研
究
所
専
任
所
員
宮
本
圭
造
委委委委委
員員員員員
兼兼兼兼兼
担担担担担
所所所所所
員員員員員
青田永竹鈴木中野内木
早秀晶
苗豊雄子靖
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委員長常務理事（法人本部担当・国際学術支援本部担当）
徳
安
彰
委
貝
狂
言
方
和
泉
流
野
村
萬
委
貝
能
楽
評
論
家
松
本
雍
委
貝
演
劇
評
論
家
み
な
も
と
ご
ろ
う
委
貝
法
政
大
学
名
誉
教
授
西
野
春
雄
委
貝
能
楽
研
究
所
所
長
坂
本
勝
委
貝
能
楽
研
究
所
専
任
所
員
山
中
玲
子
委
員
能
楽
研
究
所
専
任
所
員
宮
本
圭
造
〔
受
贈
図
書
〕
☆
単
行
本
〔
受
入
順
。
＊
印
は
寄
贈
者
。
書
名
・
著
者
・
発
行
年
・
発
行
者
の
順
。
著
者
お
よ
び
編
者
が
発
行
し
て
い
る
場
合
は、発行者は省略。〕
「
能
と
古
注
釈
書
」
＊
神
田
裕
子
箸
平
犯
笠
間
書
院
「時代を生きた女たち」
総
合
女
性
史
研
究
会
編
平
躯
＊
朝
日
新
聞
出
版
「
俵
屋
宗
達
琳
派
の
祖
の
真
実
」
古
田
亮
箸
平
犯
＊
平
凡
社
「
異
文
化
と
し
て
の
日
本
Ｉ
内
外
の
視
点
Ｉ
国
際
日
本
学
研
究
叢
書ｕ」
法
政
大
学
国
際
日
本
学
研
究
所
編
平
皿
＊
法
政
大
学
国
際
日
本
学
研
究
セ
ン
タ
ー
ゴ閨房目白国属甲因○○門ｇ巨国〕の呂句旨］昌自」
平皿＊国際演劇協会（『ロ戸三帛崩●。）日本センター
司国帛艮国崗国屡罰‐切○。【ｇ巨己】の呂而崖）３且諸外国の演
劇事情」平犯＊国際演劇協会（日へ〔三思ｏ○）日本センター
「
日
本
文
化
の
中
の
天
皇
ｌ
天
皇
と
は
？
ｌ
国
際
日
本
学
研
究
叢
書
胆」
法
政
大
学
国
際
日
本
学
研
究
所
編
平
塑
＊
法
政
大
学
国
際
日
本
学
研
究
セ
ン
タ
ー
「
古
代
末
期
の
境
界
世
界
ｌ
城
久
遺
跡
群
と
石
江
遺
跡
群
を
中
心
と
し
て‐」
法
政
大
学
国
際
日
本
学
研
究
所
編
平
犯
＊
法
政
大
学
国
際
日
本
学
研
究
セ
ン
タ
ー
「
上
方
芸
能
」
加
号
上
方
芸
能
編
集
部
編
平
亜
＊
関
谷
俊
彦
「柳川古文書館史料目録第加集収集社寺文書目録・Ｉ」
平
犯
＊
柳
川
古
文
書
館
「
中
世
幻
妖
近
代
人
が
憧
れ
た
時
代
」
田
中
貴
子
著平皿
＊
幻
戯
書
房
「都祁上深川・八柱神社の祭礼と芸能⑪ふるさと文化再興事業
「地域伝統文化伝承事業」報告書」
平
昭
＊
奈
良
地
域
伝
統
文
化
保
存
協
議
会
「
奈
良
豆
比
古
神
社
の
祭
礼
と
芸
能
叩
ふ
る
さ
と
文
化
再
興
事
業
「
地
域伝統文化伝承事業」報告書」
平
嘔
＊
奈
良
地
域
伝
統
文
化
保
存
協
議
会
「
我
が
宝
生
流
物
語
」
猪
口
金
次
郎
箸
昭
妬
＊
落
合
博
志
「
図
説
立
花
家
記
柳
川
市
史
別
編
」
柳
川
市
史
編
集
委
員
会
編
平
翠
＊
柳
川
市
「
柳
川
市
史
資
料
編
山
門
郡
行
政
・
下
」
柳
川
市
史
編
集
委
員
会
編
平
翠
＊
柳
川
市
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「
安
東
省
議
集
影
印
編
Ⅲ
柳
川
文
化
資
料
集
成
第
２
集
」
柳
川
市
史
編
集
委
員
会
編
平
犯
＊
柳
川
市
「
能
画
家
飯
塚
正
贋
作
品
集
」
飯
塚
正
賢
著
平
嘔
＊
雅
舎
「能楽遊歩道」
＊
松
田
存
著
平
翠
か
り
ば
ね
書
房
「人体と身体性２００９年アルザス・シンポジウム報告
国
際
日
本
学
研
究
叢
書
里
法
政
大
学
国
際
日
本
学
研
究
所
編
平
羽
＊
法
政
大
学
国
際
日
本
学
研
究
セ
ン
タ
ー
「高砂市史第二巻「通史編近世」」
高
砂
市
史
編
さ
ん
専
門
委
員
会
箸
平
翠
高
砂
市
＊
大
谷
節
子
「
世
阿
弥
の
能
楽
論
ｌ
「
花
の
論
」
の
展
開
Ｉ
」
＊
尾
本
頼
彦
著
平
塑
和
泉
書
院
「
能
楽
研
究
講
義
録
六
十
年
の
足
跡
を
顧
み
つ
つ
一
表
章
著
平
皿
笠
間
書
院
＊
表
き
よ
し
「
細
川
幽
斎
戦
塵
の
中
の
学
芸
」
森
正
人
・
鈴
木
元
編
平
駆
笠
間
書
院
＊
大
谷
節
子
「転換期日中関係論の最前線ｌ相互発展のための日本研究ｌ」
法政大学国際日本学研究所編
平
犯
＊
法
政
大
学
国
際
日
本
学
研
究
セ
ン
タ
ー
「
人
間
国
宝
野
村
万
作
の
世
界
」
林
和
利
著
平
配
＊
明
治
書
院
「昭和の創作「伊賀観世系譜」梅原猛の挑発に応えて」
表
章
著
平
塑
ぺ
り
か
ん
社
＊
表
き
よ
し
「
古
香
徴
説
・
古
香
徴
説
別
集
付
蘭
著
待
・
香
木
法
隆
寺
お
よ
び
六
十一種名香」
＊
翠
川
文
子
ほ
か
箸
平
塑
清
水
書
院
「春日若宮おん祭の神」
昭
師
奈
良
市
教
育
委
員
会
箸
＊
金
春
安
明
「近松再発見華やぎと哀しみ」
＊
神
戸
女
子
大
学
古
典
芸
能
研
究
セ
ン
タ
ー
編
平
翠
和
泉
書
院
「
天
理
図
書
館
稀
書
目
録
和
漢
之
部
第
五
」
＊
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
編
平
翠
天
理
大
学
出
版
部
「おん祭と春日信仰の美術」
＊
奈
良
国
立
博
物
館
編
平
躯
仏
教
美
術
協
会
「名古屋中区誌」
＊
中
区
制
川
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
編
平
犯
「小シーポルトと日本の考古・民族学の黎明」
Ｊ
・
ク
ラ
イ
ナ
ー
箸
平
犯
同
成
社
＊
西
野
春
雄
「
名
古
屋
芸
能
文
化
第
加
号
」
名
古
屋
芸
能
文
化
会
編
平
翠
＊
保
田
紹
雲
「
新
マ
ン
ガ
日
本
史
観
阿
弥
・
世
阿
弥
」
石
井
倫
子
ほ
か
監
修
平
塑
＊
朝
日
新
聞
出
版
「
Ｄ
Ｖ
Ｄ
版
尾
崎
家
本
平
家
正
節
」
＊
荻
野
検
校
顕
彰
会
編
平
鋼
双
光
エ
シ
ッ
ク
ス
「
謡
曲
画
誌
影
印
・
翻
刻
・
訳
註
」
＊
小
林
保
治
・
石
黒
吉
次
郎
編
平
泌
勉
誠
出
版
「切合能の研究」
＊
伊
海
孝
充
箸
平
泌
槍
書
店
「
金
剛
流
祝
言
集
」
東
京
金
剛
会
編
＊
渡
邊
祥
治
郎
「金剛流小替解説」
東
京
金
剛
会
編
＊
渡
邊
祥
治
郎
「
京
都
府
立
総
合
資
料
館
蔵
貴
重
書
・
準
貴
重
書
書
誌
調
査
研
究
」
＊
藤
原
英
城
他
繍
平
泌
＊
金
沢
大
学
人
間
社
会
研
究
域
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☆雑誌・紀要など〔特記した以外は発行所からの寄贈誌名・
号数・発行年・発行所の順〕
〈雑誌など〉
葵
徳
川
美
術
館
だ
よ
り
恥
だ
～
万
（
平
竪
い
ず
み
通
信
肋
調
（
平
型
和
泉
轡
院
岩
瀬
文
庫
だ
よ
り
叱
躯
～
犯
（
平
犯
・
”
）
西
尾
市
岩
瀬
文
庫
Ｅ后諄）一・＄～弓（平犯・羽）
愛
知
芸
術
セ
ン
タ
ー
大
阪
能
楽
養
成
会
研
究
発
表
会
第
１
回
～
４
回
（
平
塑
・
鋼
）
大
阪
能
楽
養
成
会
後
援
会
お
も
て
川
～
Ｍ
号
（
平
卵
・
路
）
大
槻
能
楽
堂
観
世
而
巻
５
号
～
氾
巻
３
号
（
平
ｍ
・
型
槍
書
店
観
世
九
皐
会
定
例
会
７
月
～
４
月
（
平
犯
・
型
観
世
九
皐
会
季
刊
永
青
文
庫
恥
閲
～
船
（
平
塑
財
団
法
人
永
青
文
庫
喜
多
流
職
分
会
自
主
公
演
能
５
月
～
３
月
（
平
翠
・
泌
）喜
多
流
職
分
会
喜
多
流
青
年
能
第
犯
回
喜
多
流
職
分
会
橘
香
弱
巻
１
号
～
辺
号
（
平
堅
梅
若
研
能
会
汲
古
訂
・
記
号
（
平
堅
汲
古
書
院
京都薪能ｎ回（平犯）
京
都
能
楽
会
「
図
録
奇
跡
の
仮
面
大
集
合
Ⅱ
ｌ
紀
州
東
照
宮
和
歌
祭
の
面
掛
行
列
ｌ
」
西
村
聡
編
平
別
＊
和
歌
山
県
立
博
物
館
友
の
会
「
日
本
古
典
の
自
然
観
Ｉ
鳥
獣
虫
魚
の
文
学
史
獣
の
巻
』
鈴
木
健
一
編
平
躯
＊
三
弥
井
書
店
蕊
能
通
号
（
平
皿
）
蕊
能
学
会
田
白
景
閏
。
ご
Ｃ
｝
弓
～
⑭
①
（
平
犯
・
鋼
）
セ
ク
タ
ー
エ
イ
テ
ィ
エ
イ
ト
拱
星
創
刊
号
・
１
．
２
．
４
～
ｎ
号
・
臨
時
増
刊
号
拱
星
会
編
（
昭
釘
～
壁
＊
渡
邊
祥
治
郎
国
際
日
本
文
学
研
究
集
会
会
議
録
第
究
回
（
平
堅国文学研究資料館
国
文
研
ニ
ュ
ー
ズ
叱
加
～
配
（
平
躯
・
型
国
文
学
研
究
資
料
館
国
文
学
研
究
資
料
館
紀
要
文
学
研
究
篇
鋼
号
、
平
成
ｎ
年
度
研
究
成
果
報
告
書
（
平
型
国
文
学
研
究
資
料
館
国
文
学
研
究
資
料
館
調
査
研
究
報
告
釦
号
国
文
学
研
究
資
料
館
国
立
能
楽
堂
川
～
狐
号
（
平
犯
・
翌
日
本
芸
術
文
化
振
興
会
国
立
能
楽
堂
調
査
研
究
８
］
ト
（
平
犯
）
日
本
芸
術
文
化
振
興
会
金
春
月
報
剖
巻
４
号
～
犯
巻
３
号
（
平
皿
・
翌
金
券
月
報
編
集
部
鬮
り
皿
～
酪
号
（
平
犯
・
型
近
松
応
援
団
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
ニ
ュ
ー
ス
糊
～
醜
号
（
平
浬
・
鰯
）
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
巡
礼
記
研
究
７
集
（
平
犯
）
巡
礼
記
研
究
会
序
破
急
四
号
（
平
皿
）
大
阪
能
楽
養
成
会
後
援
会
せ
ん
だ
い
市
史
通
信
鋼
・
型
号
（
平
翠
・
翌
仙
台
市
博
物
館
市
史
編
さ
ん
室
地
方
史
情
報
剛
～
皿
（
平
配
・
型
岩
田
書
院
中
世
文
学
記
号
（
平
泌
）
中
世
文
学
会
銭
仙
伽
～
剛
（
平
皿
・
羽
）
鍍
仙
会
名
古
屋
芸
能
文
化
汕
号
（
平
犯
）
名
古
屋
芸
能
文
化
会
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日
本
研
究
虹
・
哩
集
（
平
竪
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
能
剛
～
硫
号
（
平
躯
・
翌
京
都
観
世
会
能
お
お
し
ま
草
紙
別
・
皿
号
（
平
犯
）
喜
多
流
大
島
能
楽
堂
能
楽
ジ
ャ
ー
ナ
ル
弱
～
“
号
（
平
塑
・
翌
た
ち
ば
な
出
版
能
楽
タ
イ
ム
ズ
断
～
畑
号
（
平
翠
・
翌
能
楽
書
林
能
楽
の
友
卸
～
剛
号
（
平
翠
・
鋼
）
能
楽
の
友
社
能
楽
連
盟
報
”
・
卯
号
（
平
型
新
潟
県
能
楽
連
盟
能
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
醜
～
ｗ
号
（
平
犯
・
鍋
）
観世会
能
と
狂
一
言
８
（
平
型
能
楽
学
会
橋がかり４月～４月（平犯・鍋）
横
浜
能
楽
堂
廣
田
鑑
賞
会
能
ｕ
・
嘔
回
（
平
皿
）
廣
田
鑑
賞
会
宝
生
３
号
～
９
号
（
平
犯
・
羽
）
宝
生
会
柳
川
古
文
書
館
史
料
目
録
別
集
収
集
社
寺
文
書
目
録
Ｉ
（
平
巫
）
柳
川
古
文
書
館
柳
川
古
文
書
館
年
報
、
集
（
平
翠
）
柳
川
古
文
書
館
大
和
座
通
信
叩
～
川
号
（
平
犯
・
型
大
和
座
狂
言
事
務
所
特別展「江戸と明治の華－皇室侍医ベルッ博士の眼」（平型
Ｍ
Ｏ
Ａ
美
術
館
特
別
展
「
ア
フ
リ
カ
展
」
（
平
型
Ｍ
Ｏ
Ａ
美
術
館
特
別
展
「
ル
ネ
・
ラ
リ
ッ
ク
回
顧
展
」
（
平
皿
）
Ｍ
Ｏ
Ａ
美
術
館
「
浪
花
百
景
大
阪
名
所
案
内
」
（
平
型
関
西
学
院
大
学
博
物
館
「関西学院所蔵の絵画Ｉ誰もやらないことをやれ！
ｌ現代に受け継がれる吉原治良の精神‐」（平翌
＊
関
西
学
院
大
学
博
物
館
〈大学紀要〉
愛
知
淑
徳
大
学
国
語
国
文
粥
・
釧
号
（
平
泌
・
型
愛
知
淑
徳
大
学
国
文
学
会
青
山
語
文
如
号
（
平
翠
）
青
山
学
院
大
学
日
本
文
学
会
日
本
音
楽
史
研
究
７
号
（
平
型上
野
学
園
大
学
日
本
音
楽
史
研
究
所
文
学
史
研
究
卯
号
（
平
型
大阪市立大学国語国文学研究室文学史研究会
語
文
拠
・
妬
輯
（
平
型
大
阪
大
学
国
語
国
文
学
会
待
兼
山
読
ま
“
号
（
平
翠
）
大
阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
演
劇
学
論
叢
ｎ
号
（
平
型
大阪大学大学院文学研究科演劇学研究室
大
阪
府
立
大
学
蔵
品
選
（
平
型
大
阪
府
立
大
学
学
術
情
報
セ
ン
タ
ー
図
瞥
館
＊
細
野
ひ
ろ
み
上
方
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
年
報
ｎ
号
（
平
聖
大
阪
府
立
大
学
上
方
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
椿
亭
文
庫
所
蔵
歌
舞
伎
番
付
目
録
（
平
型
大
阪
府
立
大
学
上
方
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
百
舌
鳥
国
文
ｎ
号
（
平
翌
大
阪
府
立
大
学
日
本
言
語
文
化
学
会
言
語
文
化
学
研
究
日
本
語
日
本
文
学
編
５
号
（
平
堅
大
阪
府
立
大
学
人
間
社
会
学
部
言
語
文
化
学
科
文
璽
論
叢
Ⅲ
号
（
平
翌
大
谷大
學文
蕊學含
別
冊
「
太
陽
１
世
阿
弥
Ｉ
」
（
平
翌
＊平凡社
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岡
大
国
文
論
稿
犯
号
（
平
犯
）岡
山
大
学
文
学
部
言
語
国
語
国
文
学
会
学
習
院
大
学
国
語
国
文
学
会
誌
兜
号
（
平
迦
）
学
習
院
大
学
国
語
国
文
学
会
金
沢
大
学
国
語
国
文
妬
号
（
平
型
金
沢
大
学
国
語
国
文
学
会
国
文
論
藻
京
都
女
子
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
研
究
紀
要
９
号
（
平
型
京
都
女
子
大
学
女
子
大
國
文
ｗ
・
咄
号
（
平
犯
・
型
京
都
女
子
大
学
国
文
学
会
研
究
紀
要
諏
号
（
平
翌
京
都
橘
大
学
文
林
“
・
妬
号
（
平
犯
・
鋼
）神
戸
松
蔭
女
子
学
院
大
学
学
術
研
究
会
神
女
大
国
文
犯
号
（
平
型
神
戸
女
子
大
学
国
文
学
会
神
戸
女
子
大
学
古
典
芸
能
研
究
セ
ン
タ
ー
紀
要
３
号
（
平
翠
）
神
戸
女
子
大
学
古
典
芸
能
研
究
セ
ン
タ
ー
日
本
文
學
論
究
、
冊
（
平
型
國
學
院
大
學
國
文
學
會
駒
潔
國
文
〃
号
（
平
堅
駒澤大学文学部国文学研究室
実
践
国
文
学
泥
・
乃
号
（
平
犯
・
型
実
践
国
文
学
会
実
践
女
子
大
学
文
学
部
紀
要
記
集
（
平
翠
）
実
践
女
子
大
学
実
践
女
子
大
学
文
芸
資
料
研
究
所
年
報
羽
号
（
平
翌
実
践
女
子
大
学
文
芸
資
料
研
究
所
人
文
学
報
繩
（
平
型
東
京
都
立
大
学
人
文
学
部
学
苑
日
本
文
学
紀
要
剛
号
（
平
堅昭
和
女
子
大
学
近
代
文
化
研
究
所
成
躍
國
文
姐
号
（
平
堅
成
躍
大
学
文
学
部
日
本
文
学
科
近
松
研
究
所
紀
要
ｎ
号
（
平
堅
園
田
学
園
女
子
大
学
近
松
研
究
所
同
志
社
国
文
学
池
・
氾
号
（
平
堅
同
志
社
大
学
国
文
学
会
同
朋
大
学
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要
羽
号
（
平
型
同
朋
大
学
佛
教
文
化
研
究
所
文
学
論
藻
開
号
（
平
型
東
洋
大
学
文
学
部
日
本
文
学
文
化
学
科
比
較
文
化
研
究
所
年
報
妬
号
（
平
型徳島
文
理
大
学
比
較
文
化
研
究
所
文
学
論
叢
汀
号
（
平
型徳島文理大学文学部文学論叢編集委員会
演
劇
創
造
調
号
（
平
型
日
本
大
学
芸
術
学
部
演
劇
学
科
界９日目、曽威の白＆厨／鋒台芸術研究脂（平翠）
日本大学大学院芸術学研究科博士前期課程舞台芸術専攻
二
松
学
舎
大
学
東
ア
ジ
ア
学
術
総
合
研
究
所
集
刊
⑪
集
（
平
翌
二松学舎大学束アジア学術総合研究所
二
松
塑
集
（
平
型
二
松
學
舎
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
二
松
學
舍
大
学
論
集
認
号
（
平
配
）
二
松
學
舍
大
学
文
学
部
文
教
大
学
国
文
調
号
（
平
型
文
教
大
学
国
文
学
会
別
府
大
学
国
語
国
文
学
ｎ
号
（
平
、
）
別
府
大
学
国
語
国
文
学
会
法
政
大
学
史
資
料
集
証
集
（
平
型
法
政
大
学
、弓⑯ｚの三の斥月「西○の国目・国ご険）・ｚＣ・后（平塑）
法
政
大
学
国
際
日
本
学
研
究
所
・
国
際
日
本
学
研
究
セ
ン
タ
ー
法
政
大
学
沖
縄
文
化
研
究
所
所
報
船
・
師
号
（
平
塑
法
政
大
学
沖
縄
文
化
研
究
所
琉
球
の
方
言
弘
号
（
平
型
法
政
大
学
沖
縄
文
化
研
究
所
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沖
縄
文
化
研
究
妬
号
（
平
型
法
政
大
学
沖
縄
文
化
研
究
所
沖
縄
研
究
資
料
汀
〈
平
翌
法
政
大
学
沖
縄
文
化
研
究
所
法政大学国際日本学研究所研究成果報告集「国際日本学」
８
号
（
平
翌
法
政
大
学
国
際
日
本
学
研
究
セ
ン
タ
ー
且］のＺ（弓の－２の『四○の国困閂・］・険）・Ｚ。．届．届（平皿）
法政大学国際日本学研究センター・国際日本学研究所日本文
學誌要皿・配・閉号（平犯・羽）
法
政
大
学
国
文
学
会
そ
と
ぼ
り
通
信
弱
号
（
平
犯
）
法
政
大
学
国
文
学
会
法
政
史
学
河
・
皿
号
（
平
巫
）
法
政
大
学
史
学
会
法
政
大
学
大
学
院
紀
要
開
号
（
平
翠
）
法
政
大
学
大
学
院
法
政
大
学
文
学
部
紀
要
□
・
他
号
（
平
犯
）
法
政
大
学
文
学
部
研
究
紀
要
恥
妬
（
平
堅
法
政
大
学
中
学
・
高
等
学
校
研
究
と
評
論
乃
号
（
平
塑
法
政
大
学
第
二
中
・
高
等
学
校
国
語
国
文
研
究
伽
号
（
平
泌
）
北
海
道
大
学
国
語
国
文
学
会
日
本
文
学
ノ
ー
ト
妬
号
（
平
犯
）
宮
城
学
院
女
子
大
学
日
本
文
学
会
武
蔵
野
大
学
能
楽
資
料
セ
ン
タ
ー
紀
要
ｎ
号
（
平
型
武
蔵
野
大
学
能
楽
資
料
セ
ン
タ
ー
立
教
大
学
日
本
文
学
川
・
伽
号
（
平
犯
）
立
教
大
学
日
本
文
学
会
アート・リサーチごＣ一・ｓ・屋（平皿・羽）
立
命
館
大
学
ア
ー
ト
・
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
國
文
學
論
叢
茄
輯
（
平
翌
龍
谷
大
學
國
文
學
愈
東
西
南
北
和
光
大
学
総
合
文
化
研
究
所
年
報
２
０
１
１
（
平
型
和
光
大
学
総
合
文
化
研
究
所
演
劇
映
像
学
２
０
０
７
Ｃ
Ｄ
化
第
１
集
～
第
３
集
（
平
型
演
劇
映
像
学
２
０
０
７
Ｃ
Ｄ
化
報
告
集
１
，
２
（
平
型
演
劇
映
像
学
２
０
０
８
第
１
集
～
第
４
集
（
平
型
演
劇
映
像
学
２
０
０
８
Ｃ
Ｄ
化
報
告
集
（
平
型
演
劇
映
像
学
２
０
０
９
第
１
集
～
第
４
集
（
平
型
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
グ
ロ
ー
バ
ル
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム
「演劇・映像の国際的教育究拠点」
ｚ
自
切
庁
冒
『
７
．
８
号
（
平
翌
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
グ
ロ
ー
バ
ル
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム
「演劇・映像の国際的教育研究拠点」
国
文
学
研
究
剛
～
血
集
（
平
型
早
稲
田
大
学
国
文
学
会
演
劇
研
究
調
号
（
平
犯
）
早
稲
田
大
学
坪
内
博
士
記
念
演
劇
博
物
館
演
劇
博
物
館
皿
・
伽
（
平
型早稲
田
大
学
坪
内
博
士
記
念
演
劇
博
物
館
演
劇
映
像
ｎ
号
（
平
型早
稲
田
大
学
文
学
学
術
院
演
劇
映
像
研
究
室
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